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作業の進めかた
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車への取り付けは、必ずこの取付説明書と別冊の「安全上のご注意」に従って正しく
行ってください。指定以外の取り付け方法や指定以外の部品を使用すると、事故やケガ
の原因となる場合があります。この場合は、当社では一切の責任を負いかねます。

販売店様へ
接続、取り付け作業が完了しましたら、この取付説明書はお客様へお渡しください。

※別売製品の接続および取り付けについては、別売製品に付属の説明書も合わせてご覧ください。

本製品はJEITAコードカラーに対応しています。

この説明書の印刷には、植物性

大豆油インキを使用しています。
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TVアンテナ関係

TVアンテナ
右用・左用　各1

ガラス
クリーナー剤 × 1

塗装保護シート × 2

クロス × 1

コードレール × 4

エレメント固定
ホルダー× 4

クランパー × 6

六角レンチ (2.5 mm)
× 1

接続・取り付け部品を確認する

TVチューナー関係

TVチューナー × 1 マジックテープ
(やわらかい方) × 2

マジックテープ
(かたい方) × 2

TVモニター関係

TVモニター × 1

六角レンチ (3 mm)
×1

TVモニター
取付金具 × 1

スペーサー × 2 タッピングネジ
(4 × 12 mm) × 5
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集中電源コード × 1 26ピンRGBケーブル × 1

コード関係
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下図は、ナビゲーションなどの別売製品を組み合わせたときのシステム全体の配置例です。
実際は、組み合わせた製品とご自分のお車に合わせて、製品を配置してください。

TVアンテナ
(リアガラス)

GPSアンテナ (トランクリッド)

リモコン (センターコンソール)

マイク (サンバイザー)

音声認識コントローラー
(ハンドル)

TVモニター
(助手席側のダッシュボード上)

TVチューナー (助手席シート下)

ナビゲーション本体
(コンソール、トランク内)

製品の配置例

メ モ
●配置場所や車種によっては、別売の取付
キットが必要になることがあります。

は
じ
め
に
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接続の前に知ってほしいこと

接続上のご注意
●赤リード線 (アクセサリー電源) は、常に
バッテリーから電源が供給される電源回路
には接続しないでください。接続すると
車のバッテリーが消耗してしまいます。

●若草色リード線 (パーキングブレーキスイッ
チ) は、必ずパーキングブレーキスイッチの
電源側に接続してください。接続しない
と一部の機能が使用できなくなります。

●必ず付属の部品を指定通りに使用してくだ
さい。指定以外の部品を使用すると故障
などの恐れがあります。

本機と他の製品では同じ働きのコードで
も色が異なる場合があります。本機と他
の製品とを接続される場合、それぞれの
製品に付属の取付説明書をよくお読みに
なり、同じ働きのコードどうしを接続し
てください。

26ピンRGBおよび音声出力（IP-BUS
形状）の接続について

● 26ピンRGBおよび音声出力（IP-BUS形
状）の端子とケーブルは、同じ色どうしを
接続してください。（コネクターの接続部
分が色分けされています。）違う色のコネ
クターを接続すると、正常に動作しないこ
とがあります。

電源配線キットを別売しています

● システム全体の消費電流が大きくなると、
電圧が不足する場合があります。そのよう
なときは、バッテリーから直接電源をお取
りください。当社では、電源配線キット
「RD-221」を別売していますので、販売
店にご相談ください。

ノイズ防止のために
●ノイズ防止のため、TVアンテナおよびア
ンテナコードは、下記の物からできるだけ
離して配置してください。アンテナやアン
テナコードにノイズが飛び込むと受信感度
が悪くなります。
＊FMトランスミッター送信用アンテナ
＊ラジオ/FM多重用アンテナおよびアンテ
ナコード

＊RGBケーブル
＊電源コード
＊車両のコードおよび機器類
＊ナビゲーション本体
＊GPSアンテナ

それぞれのコードどうしもできるだけ離し
てください。一緒に束ねたり、重ねたり、
交差させたりしないでください。

●コネクターは、“カチッ”と音がするまで押
し込んで、確実に接続してください。スム
ーズに入らない場合は、色が間違っている
可能性がありますので、コネクターどうし
の色を確認してください。また、無理に挿
入しないでください。故障の原因となる場
合があります。

●コネクターを外すときは、図のようにコネ
クター部分を持ってロックを押しながら引
っ張ってください。コードを引っ張るとコ
ードが抜けてしまうことがあります。

接続のポイント

コネクター着脱のしかた
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●付属の電源コードは、HDDナビゲーション
「AVIC-H9」「AVIC-H99」「AVIC-H09」
「AVIC-H07」の電源が同時にとれる集中
電源コードです。これらのHDDナビゲー
ションと組み合わせない場合は、次のリー
ド線やコネクターはどこにも接続しないで
ください。（ショート防止のため、端子や
コネクターが、車の金属部に触れないよ
うにしてください。）

＊GPSナビゲーションシステム用コネクター
＊車速信号入力 (ピンク) リード線
＊バック信号入力 (紫/白) リード線
＊オートアンテナリモートコントロール
(青/黒) リード線

＊ミュート (黄/黒) リード線

付属の電源コードに関するご注意

パイオニア製のHDDナビゲーションと組
み合わせる場合は
●「AVIC-H9」の『取付説明書』に本機と組み
合せる場合の接続図が記載されています。
「AVIC-H09」「AVIC-H07」「AVIC-H99」の場
合は、『取付説明書』の「TV-W08」または
「TV-W88」と同じ方法で接続してください。

組み合わせる機器について

メ モ
●その他の製品と組み合わせる場合は販売
店にご相談ください。

つづき

接続の前に知ってほしいこと
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接続端子のなまえと働き

z電源
付属の電源コードのTVチューナー用のコ
ネクターを接続します。
また、集中電源コードのTVチューナー用
から出ているリアモニター出力を使用して
リアモニターを接続します。

x音声出力 (黒)
本機の音声信号が出力されます。パイオ
ニア製のAUX入力付きIP-BUSメインユ
ニットをお使いの場合、メインユニット
のIP-BUS入力 (青) と接続してください。
メインユニットのAUX (外部機器) の設定
をONにして、ソースをAUXにすると、
本機の音声を車両のスピーカーで聞くこと
ができます。（ナビゲーションの音声案内
や操作音は、聞くことができません。）

cTVアンテナ接続端子1～4
付属のTVアンテナを接続します。1から
順に接続してください。

vTVモニター接続端子 (橙)
付属のTVモニターを接続します。

b映像入力 (黄)/音声入力 (白・赤)
RCA出力付きポータブルビデオ、バック
カメラなどを接続することができます。
また、RGB出力のないナビゲーションシ
ステムと組み合わせるときは、ここに接
続します。
バックカメラはVTR1のみ接続することが
できます。

n26ピンRGB入力 (黄)
付属の26ピンRGBケーブルでパイオニア
製の26ピンRGB出力付きのHDDナビ
ゲーションのRGB出力と接続します。

TVチューナー (前側 )

z cx v

TVチューナー (後側 )

b n
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―詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせください―

システムの接続

橙

GPSナビゲーションシステム用

集中電源コード

7 m

7 mTVアンテナ

TVモニター

3 m

注：他のケーブルと
　　束ねないでくだ
　　さい。

（ナビゲーションの『取付説明書』）
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1
2

TVチューナー

TVチュー
ナー用

市販のRCAビデオコード(黄)

リアモニター出力 (黄)
リアモニター (後部座席専用モニター) 用の映像
信号が出力されます(ナビゲーションの映像は出
力されません)。後部座席に設置するモニターの
ビデオ入力端子と接続してください。それ以外
は何も接続しないでください。

FM付き
　　カーステレオ

FMトランスミッター送信用アンテナ
何も接続しないでください。(カーステレオの
FM電波の受信状態が良くなる場所へ引き回し
てください。また、できるだけTVアンテナお
よびアンテナケーブルから離してください。)

1.4 m 青/ピンク
FM電波

16 cm

FMトランスミッター機能を使用し
て、音声を車両のFM付きカース
テレオに送信できます。

）

白

8.0型液晶ワイドモニター
「TVM-W8000」 (別売)

3 m

注：この端子に接続し
たモニターは、運
転者が走行中に映
像を見ることがで
きない位置に設置
してください。
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―詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせください―

電源コードの接続

TVチューナー

ヒ
ュ
ー
ズ
(4
A
)

ヒ
ュ
ー
ズ
抵
抗

HDDナビゲーション「AVIC-H9」「AVIC-H99」「AVIC-H09」「AVIC-
H07」に使用します。(それ以外は使用しません。)

注： HDDナビゲーション「AVIC-H9」「AVIC-H99」「AVIC-
H09」「AVIC-H07」と組み合わせない場合は何にも接続しない
でください。(ショート防止のため、端子やコネクターが車の金属
部に触れないようにしてください。)

ヒューズ抵抗

車速信号入力 (ピンク)

バック信号入力 (紫/白)

　GPSナビゲーションシステム用

オートアンテナリモート
コントロール (青/黒)

ミュート (黄/黒)

集中電源コード

T
V
チ
ュ
ー
ナ
ー
用

リアモニター出力
(☞ 9 ページ )

ヒ
ュ
ー
ズ
抵
抗

3.3 m

FMトランスミッター送信用アンテナ
(☞ 9 ページ ) 何も接続しないでください。

1.4 m青/ピンク

3.3 m

1.5 m

8 m

GPSナビゲーションシステム用
アース(黒)

(☞ 8 ページ )

注：ヒューズを
　　交換すると
　　きは、必ず
　　同じ容量の
　　ヒューズと
　　交換してく
　　ださい。
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3.3 m

3.3 m

1.5 m

橙/白ヒューズ抵抗

赤

黄

ヒューズ (7.5 A)

イルミ電源
HDDナビゲーション「AVIC-H9」「AVIC-H99」
「AVIC-H09」または「AVIC-H07」と組み合わせた
場合に使用します。車のライトをONにしたときに、
電源が供給される電源回路 (時計の照明回路やスモー
ルランプ回路など) に接続してください。

アクセサリー電源
車のエンジンスイッチをACCポジションにしたとき
に、電源が供給される電源回路に接続してくださ
い。

＋バッテリー電源
車のエンジンスイッチのON/OFFに関係なく、常に
バッテリーから電源が供給される電源回路に接続し
てください。

ヒューズ (0.5 A)

若草色

3.3 m

パーキングブレーキスイッチ
車が停車していることを確認するために使用します。
必ずパーキングブレーキスイッチの＋側リード線に
接続してください。

パーキングブレーキスイッチ

＋側

アース側

接続方法

パーキングブレーキ
スイッチの＋側リー
ド線をはさみ込む。

ラジオペンチで
強くはさむ。

パーキングブレーキスイッチの位置は、車
種によって異なります。詳しくは、お買い
上げの販売店にご相談ください。

注：電源リード線の、ヒューズから本体、および
ヒューズ抵抗から本体の間に、他の機器の
リード線を接続しないでください。

TVチューナー用アース(黒)
車のボディの金属部に確実に接続してください。
(HDDナビゲーションと組み合わせる場合、必ず
GPSナビゲーションシステム用アースとTV
チューナー用アースの両方を接続してください。
片方の接続だけでは、故障の原因となります。）

黒

注：ヒューズを交換するときは、
　　必ず同じ容量のヒューズと
　　交換してください。

TVチューナー側からの長さです。

注：ヒューズを交換するときは、
　　必ず同じ容量のヒューズと
　　交換してください。

注：赤、橙/白、黄リード線は車のヒューズユニ
ットを通した後の端子に接続してください。
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―詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせください―

ナビゲーションの接続

パイオニア製のHDDナビゲーションと組
み合わせる場合は
●「AVIC-H9」の『取付説明書』に本機と組み
合せる場合の接続図が記載されています。
「AVIC-H09」「AVIC-H07」「AVIC-H99」の場
合は、『取付説明書』の「TV-W08」または
「TV-W88」と同じ方法で接続してください。

組み合わせる機器について

メ モ
●その他の製品と組み合わせる場合は販売
店にご相談ください。
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IP-BUSメインユニットとの接続

パイオニア製のIP-BUS入力付きのメインユニットと組み合わせると、本機の音声を車両のスピー
カーから出力することができます。
（この場合、本機のFMトランスミッター機能は使用しません。）

IP-BUSケーブル
「CD-IP600」など
(別売)

青

黒

カーステレオの
IP-BUS入力 (青) へ

TVチューナー

メインユニットの AUX (外部入
力) 設定をONにし、ソース切り
換えでAUXソースにすると、本
機の音声が、車両のスピーカー
から出力されます。（ナビゲー
ションの音声案内や操作音は、
聞くことができません。）

6 m
(☞ 8 ページ )

パイオニア製の
AUX入力付きIP-BUS
メインユニット



RCA出力付きポータブルビデオ、バックカメラなどを接続すると、その映像や音声を楽しむことが
できます。

●RCAビデオ/オーディオ入力に接続したときは、VTRの設定をONにしてください。ONにする
と、接続した製品の映像や音声に切り換わるようになります。(☞『取扱説明書』）

●「AVIC-H9」または、「AVIC-H99」「AVIC-H09」、「AVIC-H07」を「HDDナビゲーションマッ

プVol.2」以降にバージョンアップさせたナビゲーションと組み合わせる場合は、バックカメラ

をVTR1のみ接続することができ、シフトレバーをリバースの位置にすると後方の映像を表示さ
せることができます。接続したときは、 を にしてください。(☞『取
扱説明書』）

TVチューナー

VTR1 VTR2

市販のRCAオーディオ
コード (白・赤)

市販のRCAビデオコード (黄)

RCA出力付き
ポータブルビデ
オなど

音声出力へ

映像出力へ

RCA出力付き
ポータブルビデ
オなど

VTR2

VTR1

バックカメラ
VTR1

バックカメラを接続した場合は、接続する必
要はありません。

Back CameraVTR1
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映像/音声入力の接続

メ モ
●接続する製品の端子の形状に合わせて、各
種変換コードをお使いください。

●接続するときは、本機および接続する製品
の電源をOFFにしてから接続してくだ
さい。

●接続する製品の音声がモノラル出力の場合
は、音声入力のL側 (白)とR側 (赤) に接
続できるように、市販の変換ケーブルをご
使用ください。

●バックカメラを接続する場合は、必ずバッ
ク信号入力も接続してください。接続しな
いとバックカメラ映像に切り換わりません。

●バックカメラはナビゲーションの3Dハイ
ブリッドセンサーの初期学習が終了してい
ないと切り換わりません。
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5.1ch対応・DSPユニットとの接続

パイオニア製の5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-P7」と組み合わせると、5.1チャンネルで収録
された映画/音楽のDVDを臨場感豊かに再現することができます。
パイオニア製の5.1ch対応・DSPユニット「DEQ-P7」と組み合わせる場合は、マルチチャンネル
プロセッサーコマンダー「AXM-P7」にてDSPユニットをコントロールする必要があります。

ナビゲーション本体

集中電源コード

3 m

青光デジタルライン
（「DEQ-P7」付属)

黒

IP-BUSケーブル
「CD-IP600」など
(別売) 青

青

黒

6 m

TVチューナー

(☞ 8ページ )

黒

RCAオーディオ
コード（白・赤）
(「DEQ-P7」付属)

マルチチャンネルプロ
セッサーコマンダー
「AXM-P7」(別売)

アース

光デジタル端子変換コネクタ
「CD-DD25」(別売)

2 5 c m

2 m

1 m
電源コード

(「AXM-P7」付属)

3 m

コントローラーユニット延長
ケーブル (「AXM-P7」付属)

IP-BUSケーブル
（「DEQ-P7」付属)

5.1ch対応 DSPユニット
「DEQ-P7」 (別売)

ミュート
黄/黒

ミュート
黄/黒

灰
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取り付けの前に知ってほしいこと

取り付けのポイント

取り付け上のご注意
●必ず本機および取付キットに付属の部品を
指定通りに使用してください。指定以外
の部品を使用すると、機器内部の部品を
いためたり、しっかりと固定できずに外
れたりして危険です。

ケース

破損

取り付け、固定する前に
●まず仮接続を行い、本機が正常に動作する
ことを確認してから、取り付けを行ってく
ださい。正常に動作しない場合は、接続に
間違いがないか、もう一度チェックしてく
ださい。

粘着テープを貼り付ける前に
●マジックテープや両面テープを貼り付けると
ころは、汚れをよくふきとってください

ノイズ防止のために
●TVアンテナの取り付けのしかたによっては、
ラジオ放送に雑音が入る場合があります。TV
アンテナは、TVアンテナの取り付け(☞
22 ページ）の説明に従って正しく取り付けて
ください。

●FMトランスミッター用送信アンテナ（青/
ピンク）をご使用の場合、FMトランスミッ
ター用送信アンテナ（青/ピンク）の引き回
しによっては、雑音や感度が悪くなる場合が
あります。その場合、FMトランスミッター
用送信アンテナ（青/ピンク）を引き直して
ください。

●ノイズ防止の為、TVアンテナおよびアンテ
ナコードは、下記の物からできるだけ離し
て配置してください。アンテナやアンテナ
コードにノイズが飛び込むと受信感度が悪く
なります。
＊FMトランスミッター送信用アンテナ
＊ラジオ/FM多重用アンテナおよびアンテナ
コード

＊RGBケーブル
＊電源コード
＊車両のコードおよび機器類
＊ナビゲーション本体
＊GPSアンテナ

それぞれのコードどうしもできるだけ離して
ください。一緒に束ねたり、重ねたり、交
差させたりしないでください。
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TVチューナーの取り付け

取り付け上のご注意
●次のような場所には絶対に取り付けないで
ください。高温により故障する恐れがあ
ります。
＊ダッシュボードやリアトレイの上のよう
に、直射日光の当る場所。

＊ヒーターの吹き出し口の近く。

●ドア近くの雨水がかかりやすい場所には取
り付けないでください。

●フロントシートの下に取り付けるときは、
シートのスライドに支障がないように取り
付けてください。

付属のマジックテープ (かたい方) をTVチューナーの底面に、マジックテープ (やわらかい方) を
取り付け場所に貼り付けます。

カーペット

メ モ
●マジックテープ (かたい方) がカーペット
にくっつく場合は、カーペットに直接取
り付けることもできます。この場合、マ
ジックテープ (やわらかい方) は使用しま
せん。

TVチューナー

マジックテープ
(かたい方) × 2

マジックテープ
(やわらかい方) × 2
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TVモニターに取付金具を
取り付ける

ネジを締めて、いったん
固定する

取付金具の後にある穴から、六角レンチの長
い方を差し込み、TVモニターが固定されるま
で回して締めます。

ダッシュボード

六角レンチ
(3 mm)

2

TVモニター
取付金具

ダッシュボードにキ
ズが付かないよう
に、TVモニター底
面にスペーサーを
貼っておきます。

TVモニター底面スペーサー × 2

TVモニター

1

TVモニターの取り付け

ダッシュボードの上に置いたTVモニターを、取付金具で固定します。

警告
●エアバッグ装着車に取り付ける場合は、エ
アバッグのカバー部分および作動時の妨げ
になるような場所には絶対に取り付けない
でください。エアバッグが正常に動作しな
かったり、動作したエアバッグでモニター
が飛ばされ、事故やけがの原因となります。

注意
●エアバッグ装着車に取り付ける場合は、車
両メーカーに作業上の注意事項を確認して
から作業を行ってください。エアバッグが
誤動作する原因となることがあります。
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TVモニターを取り付ける
位置を決める

TVモニター取付金具の裏側の保護シートをは
がさずにダッシュボードに当て、TVモニター
を取り付ける位置を決めます。

TVモニターをダッシュボード
に貼り付ける

タッピングネジで固定する

タッピングネジで、TVモニター取付金具をダッ
シュボードにしっかりと固定します。

ダッシュボード

タッピングネジ
(4 × 12 mm) × 5

5

ダッシュボード

TVモニターを貼り付ける場所の湿気、ホコ
リ、汚れ、油などを取り除いてください。

保護シートをはが
して貼り付けます。

4

ダッシュボード

ダッシュボードの形状に合うように、
曲げて下さい。

3

次の場所を選んでください。
＊運転の妨げにならない場所。
＊エアバッグなど車の安全装置の妨げに
ならない場所。

＊TVモニターを傾けてもフロントガラ
スに当らない場所。

＊TVモニターの底面がダッシュボード
に当る場所。
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TVモニターの取り付け

TVモニターの底面がダッシュボードに当るように
調節する

TVモニターを安定させるため、TVモニターの底面がダッシュボードに当るように (TVモニターをダ
ッシュボードの上に置くように)、上下の高さを調節してください。また、TVモニターを見やすい
角度に調節してください。

TVモニターの角度
を調節できます。

六角レンチを差し込み、ネジを緩めて
TVモニターを上下に調節します。

ダッシュボード

6

モニターをしっかり固定するには

緩めたネジは、調節後しっかりと締め直してく
ださい。六角レンチで締めても緩く感じる場合
は、次のようにいったん取付金具からデタッチ
部分を取り外し、中のネジを六角レンチで締め
てください。

六角レンチ
(3 mm)
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TVアンテナの取り付け

各部のなまえ

アンテナプラグ

左用

アンテナベース

着脱ボタン

アンテナエレメント

アンテナトップ

右用

防水パッド

TV用アンテナ
エレメント

TV用アンテナ
エレメント
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●アンテナを車室外に取り付けるときは、リ
アガラスまたはトランクリッドに両面テープ
で貼り付けます。

● アンテナを車室内に取り付けるときは、リ
アガラスに両面テープで貼り付けます。

● ガラスアンテナや熱線の上には絶対に取り
付けないでください。

● アンテナのエレメントが車幅からはみ出な
い場所、また、車の後端より後にはみ出な
い場所に取り付けてください。なお、1ボ
ックスカーや2ボックスカーの車室外のリア
ガラスには、絶対に貼り付けないでくだ
さい。

1ボックスカー 2ボックスカー

取り付け場所について

取り付け上のご注意

●アンテナは確実に貼り付け、固定してく
ださい。確実に固定しないと、走行中に
外れたりする危険性があります。

●ガラス面に取り付けるときは、必ず付属
のクリーナー剤で、貼り付ける場所の湿
気、ホコリ、汚れ、油などを取り除き、乾
いたあとにきれいな布でふき取ってくださ
い。湿気、油などがあると、接着力が弱く
なり、はがれやすくなります。

●車のボディに取り付けるときは、塗装保
護シートを必ず使用してください。使用
しないと車のボディの塗装をはがす原因と
なることがあります。

●確実に貼り付けるため、取り付けは天気
の良い日中に行ってください。雨や霧の
日など湿気の多いときに取り付けると、接
着力が弱くなり、はがれやすくなります。

●気温が低いときにガラス面に取り付けるとき
は、接着力の低下を防ぐため、両面
テープの接着面と取り付け場所を、車内ヒー
ターやリアデフォッガースイッチをONにし
て暖めておいてください。(20℃以上）

●リアガラスアンテナ車の場合は、トラン
クリッドに取り付けてください。（リ
アガラスに取り付けた場合、本機の電源
を入れたままカーステレオでラジオ放送を
受信すると、ラジオ放送に雑音が入る場
合があります。）

●両面テープの接着面は、指で触ったり、貼
り直したりしないでください。接着力が
弱くなり、はがれやすくなります。

●取り付け後、24時間以内は絶対に水気
(水､雨､霧､雪など) に当てないでください。
また、高速走行など、アンテナに無理な
力が加わるようなことはしないでください。

ナビゲーションと組み合わせる場合のご注意

●ナビゲーションに付属している『取付説
明書』もあわせてご覧ください。
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TVアンテナの取り付け

リアガラスに取り付ける場合

アンテナを外す

着脱ボタンを押し、アンテナをアンテナベース
から取り外します。(☞ 31ページ)

アンテナを貼り付ける
位置を決める

アンテナベースを裏側の保護シートをはがさずにガ
ラス面に当て、アンテナベースとガラス面との間に
できるだけすき間のできない位置をさがします。

ガラスクリーナー剤で、
汚れ、油などを取り除く

q付属のガラスクリーナー剤を、付属のクロス
に付け、少し力を入れて拭きます。

wクリーナー剤が白く乾いたら、水で洗い流します。
eきれいな乾いた布でから拭きし、水分を完全
に取り除きます。

気温が低いときは
リアガラスを暖める

接着力の低下を防ぐために、車内ヒーターや
リアデフォッガースイッチをONにして、リア
ガラスを20℃以上に暖めます。

アンテナベースをリア
ガラスに貼り付ける

裏面の保護シートをはがし、先端から徐々に貼
り付けます。

リアガラスに密着するように、指で強く押
しつけてください。(貼り付けた後、空気が
入っていないか車内から確認し、空気が入って
いたらさらに強く押しつけてください。）

5

4

リアガラス

ガラスクリーナー剤

クロス

3

リア
ガラス

アンテナ
ベース

すき間ができる場合は、
アンテナベースをガラス
の曲面に合わせて曲げて
ください。(曲げすぎに
注意してください。）

ガラスの曲面に密着する
ように少し曲げます。

2

アンテナベース

アンテナ

着脱ボタン（両側）

1

取り付け上のご注意
● トランクを開けたときに、トランクがア
ンテナのエレメントに当らない位置 (でき
るだけ高い位置) に取り付けてください。

● リアワイパーの可動範囲を確認し、リア
ワイパーの可動範囲内には絶対に取り付
けないでください。
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アンテナの取り付け角度の調節のしかた
アンテナエレメントをのばしたときに、エレメントが車幅からはみ出る場合は、アンテナベ
ースの前後2本の六角穴付きネジをゆるめて、車幅からはみ出ないように取り付け角度を調
節してください。

六角レンチ ゆるめたネジは、調
節後しっかりと締
め直してください。

アンテナを
取り付ける (☞ 31ページ)

アンテナコードを
固定する

付属のコードレールをリアガラスに貼り付け、
コードを固定します。

アンテナコードを
車内に引き込む

付属のクランパーでコードを固定します。

雨水がコードを伝わって車内へ入ら
ないように、コードをゴムパッキン
グの外側でＵ字形に曲げます。

防水パッドが水平に
なるようにします。

防水パッド

クランパー × 6
クランパー で要所を固定しながら、
アンテナコードを引き回します。

8

コードレール × 4

カッターなどで必要な長さに切断します。
切断した後、ヤスリな
どで角を削ります。

7

アンテナ (左用)

アンテナベース

6
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TVアンテナの取り付け

アンテナを外す

着脱ボタンを押し、アンテナをアンテナベース
から取り外します。

(☞ 31ページ)

汚れ、油などを
取り除く

アンテナを貼り付ける場所の湿気、ホコリ、汚
れ、油などを取り除いてください。

アンテナベースをトランクリッド
に貼り付ける

q塗装保護シートをトランクリッドに貼り付けます。
w塗装保護シートにアンテナベースを貼り付けます。

アンテナを
取り付ける (☞ 31ページ)

アンテナ
(左用)

アンテナベース

4

トランクリッドに密着するように、
指で強く押しつけてください。

q

w

塗装保護シート × 2

3

リアガラス

クロス

2

アンテナベース

アンテナ

着脱ボタン（両側）

1

付属のガラスクリーナー剤は、塗装を
はがすことがありますので車のボディに
は使用しないでください。

取り付け上のご注意
● TVアンテナが脱落する危険があるので、
フッ素樹脂加工および再塗装された車の
ボディには貼れません。

● トランクを開けたときに、アンテナのエ
レメントがリアガラスなどに当らない位
置に取り付けてください。

塗装保護シートを必ず使用してくださ
い。使用しないと車のボディの塗装を
はがす原因となることがあります。

トランクリッド(車室外)に取り付ける場合
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アンテナコードを
車内に引き込む

付属のクランパーで防水パッドとコードを固定します。

トランクを閉めたと
き、ゴムパッキングの
上に防水パッドが水平
に当るようにします。

クランパー × 6
クランパーで要所を固定し
ながら、アンテナコードを
引き回します。

雨水がコードを伝わっ
て車内へ入らないよう
に、コードをゴムパッ
キングの外側でＵ字形
に曲げます。

防水パッド
防水パッドの前後をクランパー
で固定します。

5

アンテナの取り付け角度の調節のしかた
アンテナエレメントをのばしたときに、エレメントが車幅からはみ出る場合は、アンテナベース
の前後2本の六角穴付きネジをゆるめて、車幅からはみ出ないように取り付け角度を調節してく
ださい。

六角レンチ ゆるめたネジは、調
節後しっかりと締め
直してください。
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TVアンテナの取り付け

車室内に取り付ける場合

クランパー×6

クランパー×6

ハッチの開閉の際に、ケーブルが引っ張ら
れたりじゃまにならないように、クラン
パーを使用して要所を固定してください。

アンテナをできるだけ高い位置に取り付けると、
受信感度が良くなります。

必ずお守りください

●エレメントの先端は、必ず付属のホルダー
で固定してください。外れた状態でご使用
になると、アンテナが脱落したり、エレメ
ントの先端でケガをする場合があります。

●設置後は、幼児のいたずらにご注意くだ
さい。思わぬケガの原因となる場合があ
ります。

取り付け上のご注意

●電波の強い地域（首都圏中心部）ではＴＶ
アンテナを車室内に取り付けられる場合が
あります。電波の弱い地域では車室外に
取り付けてください。

●車室内に取り付けた場合、車室外に取り
付けた場合と比較してテレビの映りが悪く
なります。テレビの映りが悪い場合はアン
テナを車室外に取り付けてください。

●TVアンテナの受信状態をできるだけ良く
するために、下図のようにリア（リアハッ
チ）ガラスにTVアンテナを下向きに取り
付けることをおすすめします。また、でき
るだけエレメントをのばして取り付けてく
ださい。

●断熱ガラスを使用した車および熱線遮断
フィルムを使用した車では、その一部に
電波を通しにくい種類のものがあり、受
信できないことがあります。お車のガラ
ス、フィルムの種類をお確かめください。

●フロントガラスや運転の妨げになるガラス
へ取り付けないでください。

●車のガラスの大きさや角度により取り付け
ができない場合があります。アンテナを取
り付ける前に確認してください。

●取り付けの際は、ガラスの端からアンテナ
エレメントまでの間隔を20 mm以上あけて
ください。ガラスの端に近づけすぎると、
テレビの映りが悪くなる場合があります。

●車のラジエーターファンのモーターや、
ヒーターのモーターなどからノイズが飛び
込み、映像が影響を受ける場合があり
ます。

●熱線の上には貼り付けないでください。取
り外した際に、熱線が切れる場合があり
ます。
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ストッパーを
切り取る

ニッパーなどで2ヶ所 (q､w) 切断し、ストッ
パーを切り取ります。

エレメント固定ホルダーを
アンテナに取り付ける

各エレメントの先端部にエレメント固定ホル
ダーを取り付けます。

アンテナを貼り付ける
位置を決める

アンテナベースとエレメント固定ホルダー裏側
の保護シートをはがさずにガラス面に当て、取
り付ける位置を決めます。

ガラスクリーナー剤で、
汚れ、油などを取り除く

q付属のガラスクリーナー剤を、付属のクロ
スに付け、少し力を入れて拭きます。

wクリーナー剤が白く乾いたら、きれいなぬ
れた布でクリーナー剤を良くふき取ります。

eきれいな乾いた布でから拭きし、水分を完
全に取り除きます。

気温が低いときは
リアガラスを暖める

接着力の低下を防ぐために、車内ヒーターや
リアデフォッガースイッチをONにして、リア
ガラスを20 ℃以上に暖めます。

アンテナを
取り付ける

アンテナベースとエレメント固定ホルダー裏面
の保護シートをはがし、アンテナを固定しま
す。次に付属のクランパーを使用して、アンテ
ナケーブルを固定します。（☞前ページ）

クランパー×6

アンテナは、必ず付属のエレ
メント固定ホルダーを使用し
て3点で固定してください。

6

5

クロス

リアガラス

ガラスクリーナー剤

4

アンテナエレメント

ガラスの端からアンテナエレメントまで
の間隔を20 mm以上あけてください。ガ
ラスの端に近づきすぎると、性能を十分
に発揮できない場合があります。

20 mm以上
20 mm以上

3

エレメント固定
ホルダー×4　　　

2

ストッパー

q

w

1
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アンテナの使いかた

アンテナを
起こす

内側エレメントを
横にずらす

アンテナエレメントを
いっぱいにのばす

アンテナ角度を
調節する

アンテナの角度は、4段階に設定できます。受
信感度の良い角度に調節してください。

●水平よりやや上向きに調節してください。

4

左用右用

3

左用右用

内側エレメント

外側エレメント
外側エレメント

2

左用右用

1

アンテナエレメントを収納
する際のご注意
エレメントの太い部分から順に収納してく
ださい。先端は細くなっていますので、て
いねいに扱ってください。

つづき

TVアンテナの取り付け



31

取
り
付
け
か
た

アンテナの着脱のしかた

自動洗車機で洗車するときや、長時間駐車する場合などは、アンテナを取り外し、トランク内に収
納してください。

アンテナの外しかた
q 着脱ボタン（両側）を押しながら、w アンテナの後部を少し持ち上げ、e矢印の方向に引き抜きます。

アンテナの取り付けかた
q アンテナベースの前側の溝に、アンテナの前側のフックを挿入します。w アンテナの後部を矢印方向
に押し、ロックさせます。（“カチッ”と音がすることを確認してください。）

アンテナベース

アンテナ

フック

溝

着脱ボタン（両側）

アンテナ

●アンテナおよびアンテナコードは、ベン
ジンやシンナーなどの揮発性の薬品で拭か
ないでください。表面が侵されることが
あります。

●エレメントにゴミや汚れが付着し、ス
ムーズに伸縮しなくなった場合は、ねり
状ワックスなどでエレメントの金属部分を
みがいてください。

●アンテナのエレメントにアクセサリーなど
の飾りを付けないでください。無理な力
をかけると、エレメントが折れ曲がった
り、アンテナが脱落する恐れがあります。

アンテナの取り扱い上のご注意
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動作を確認する

接続・取り付けを
もう一度確認する

車のエンジンを
かける

ボールペンの先などで、
リセットボタンを押す

本機の動作を
確認する

(☞『取扱説明書』）

4

リセットボタン

3

2

1

接続・取り付けが終わったら、次の操作を行って、本機が正常に動作することを確認してください。

接続・取り付けに誤りがないか、各コネク
ターは確実に接続されているか、もう一度
目で見て確認してください。
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接
続
・
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が
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ら


